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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 410,622 ― 17,297 ― 8,781 ― 222 ―

20年3月期第3四半期 409,720 11.4 30,759 80.2 28,252 65.3 25,734 88.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 0.66 ―

20年3月期第3四半期 76.75 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 513,151 157,715 29.8 456.07
20年3月期 526,191 181,538 33.5 525.96

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  152,874百万円 20年3月期  176,324百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

（注）平成21年３月期の期末配当については、当期の通期実績および来年度の業績見通しを勘案した上で判断することとしているため、未定です。  

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 6.00 ― 7.00 13.00
21年3月期 ― 6.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― ― ―

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 523,000 △5.2 14,000 △57.7 △2,000 ― △7,000 ― △20.88

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

［（注）詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。］  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。］  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（業績予想について） 
上記の業績予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき当社が作成した見通しであり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数
値と異なる可能性があります。 
（四半期財務諸表に関する会計基準等の適用について） 
当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  342,598,162株 20年3月期  342,598,162株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  7,402,157株 20年3月期  7,352,359株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  335,228,393株 20年3月期第3四半期  335,287,432株
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

１． 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年 12月 31 日）における世界経済は、期間の前半は原油価格が

過去 高値を記録するなど各種資源価格が大幅に高騰しましたが、期間の後半においては米国金融機関の破綻に端を発した

世界的な金融市場の混乱が実体経済へ波及し、各国において大きく景気が減速、後退し、あらゆる産業において需要の急激

な減少に見舞われました。国内経済についても、輸出の大幅な減少や急激な円高により、基幹産業である自動車業界をはじ

め、製造業全般で大幅な減産を余儀なくされ、消費も停滞するなど、これまでになく厳しい市場環境となりました。 

当社グル－プは２００６年５月に発表した中期経営計画「ＧＤ１００（グランドデザイン１００）」の基本方針である「良

いモノを、安く、タイムリーに」提供することをメーカーの使命と考え、魅力ある高機能商品の開発と拡販に努め、徹底的

なコスト削減を進めるとともに、国内外における販売体制の強化や生産能力の増強に積極的に取り組んでまいりました。し

かし、第３四半期に入り急激に厳しさを増した市場環境の中で、一部工場での減産や投資の延期、凍結、更なる経費カット

など、危機的状況への対応を進めてまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は4,106億22百万円（前年同期比0.2％増）、連結営業利益は172億97

百万円（同43.8％減）、連結経常利益は87億81百万円（同68.9％減）、連結四半期純利益は2億22百万円（同99.1％減）と

なりました。 

タイヤ事業の売上高は3,193億78百万円(前年同期比2.2％増)、営業利益は141億98百万円(同44.6％減)となりました。

第２四半期までの新興国を中心とした海外各市場での販売の好調により、タイヤ事業全体としては、売上高は前年同期を上

回りましたが、第３四半期に入り世界同時不況の影響による消費の冷え込みで販売が低迷し、さらに期間前半の原材料価格

の高騰や期間後半の為替の影響などもあり減益となりました。 

ＭＢ事業の売上高は 912 億 44百万円(前年同期比 6.2％減)、営業利益は 36 億 6 百万円(同 29.3％減)となりました。コン

ベヤベルト、免震橋梁関連商品などの売上は堅調に推移したものの、世界的経済環境の悪化などにより高圧ホース、航空部

品関係の需要が落ち込み、原材料価格の高騰や為替円高の影響なども加わり、売上高、営業利益ともに前年同期を下回りま

した。 

なお、前年同期比は参考として記載しております。 

 

２． 連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期末における総資産は 5,131 億 51 百万円となり、前期末に比べ 130 億 40 百万円減少しました。これは、スノ

ータイヤの備蓄によるたな卸資産の増加や生産設備増強に伴う有形固定資産の増加等はあったものの、株価低迷による投資

有価証券の減少などがあったためです。 

負債は 3,554 億 35百万円となり、前期末に比べ 107 億 81 百万円増加しました。これは主に、有利子負債の増加などによ

るものです。なお、当累計期間において、第５回普通社債の償還 100億円があり、第８回普通社債の発行により同額を調達

しております。 

純資産合計は、1,577 億 15 百万円となり、前期末に比べ 238億 22 百万円減少しました。これは、株価および為替相場変

動の影響により評価・換算差額等が減少したことや、配当金の支払いなどによるものです。 

キャッシュ・フローにつきましては、当第３四半期末における現金及び現金同等物は 145 億 25 百万円となり、前年同四

半期末に比べ、70 億 99百万円減少しました。 

営業活動による資金の増加は 16 億 44 百万円となりました。これは、たな卸資産が 147 億 31 百万円増加したことなどの

減少要因に対し、減価償却費を 209億 45 百万円計上したことなどの増加要因によるものです。 

投資活動による資金の支出は 264 億 78 百万円となりました。これは主に、生産設備増強に伴う有形固定資産の取得によ

る支出 306 億 80 百万円によるものです。 

財務活動による資金の増加は 182 億 63 百万円となりました。これは、長期借入金の返済による支出 44 億 94 百万円や、

配当金の支払い 43 億 59 百万円等の減少要因に対し、コマーシャル・ペーパーの純増額 190 億円、長期借入れによる収入

73 億 71 百万円などの増加要因によるものです。 

 

 
３．連結業績予想に関する定性的情報 

通期の連結業績につきましては、世界的な金融市場の混乱が実体経済に波及し、殊に第３四半期以降は急速な需要の減

少や、為替相場がほぼ全通貨に対して円高となるなど、厳しい環境が続いております。 
このような環境の中、当社におきましても、タイヤ事業、ＭＢ事業ともに想定より販売が低調に推移し、加えて円高に

よる輸出採算の悪化や、外貨建て資産・負債の換算差損も拡大する見通しとなっております。また、収益の悪化に伴って、

連結調整に関する繰延税金資産を一部見直しております。 
なお、前提となる為替レートにつきましては、第４四半期の想定レートを１ＵＳ＄＝９０円、１ユーロ＝１２０円とし、

通期の前提為替レートは、１ＵＳ＄＝１００円、１ユーロ＝１４３円となっております。 

＜連結業績見通し＞ 

通期            （単位：百万円） 

 今 回 予 想 前 期 実 績 増 減 額 増 減 率

売 上 高 523,000 551,431 △ 28,431 △ 5.2%

営  業  利  益 14,000 33,118 △ 19,118 △ 57.7%

経  常  利  益 △ 2,000 25,164 △ 27,164 －

当 期 純 利 益 △ 7,000 21,060 △ 28,060 －
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４．その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法

　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法

　一部の連結子会社においては、固定資産の年度中の取得、売却または除却等の見積りを考慮した予算に基づく

年間償却予定額を期間按分する方法によっております。

３．法人税等ならびに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度末において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

１．四半期財務諸表に関する会計基準等の適用

　「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成19年３月14日　企業会計基準第12号）及び

「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成19年３月14日　企業会計基準適用

指針第14号）を第１四半期連結会計期間から適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半

期連結財務諸表を作成しております。

２．重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法による原価法によっておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年

７月５日　企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は719百万円、税金等調整前四半期純利益は

1,225百万円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

３．「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企

業会計基準委員会　平成18年５月17日　実務対応報告第18号）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　これに伴う、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。

４．リース取引に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間から、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最

終改正平成19年３月30日　企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

委員会　平成６年１月18日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を早期に適用しておりま

す。

　これに伴う、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。

（追加情報）

重要な減価償却資産の減価償却方法の変更

有形固定資産

　当社及び国内連結子会社は、法人税法改正を契機として経済的耐用年数を見直した結果、第１四半期連結会計期

間より機械装置等については、改正後の法人税法に基づく耐用年数に変更しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ589百万

円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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５.四半期連結財務諸表 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,562 19,589

受取手形及び売掛金         120,431      115,776

商品及び製品 65,416 59,195

仕掛品 10,976 11,091

原材料及び貯蔵品 18,474 13,943

その他 15,427 16,994

貸倒引当金 △1,331 △1,352

流動資産合計 243,956 235,237

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 59,838 57,883

機械装置及び運搬具（純額） 80,649 79,445

その他（純額） 63,003 56,198

有形固定資産合計      203,491      193,527

無形固定資産 1,479 2,060

投資その他の資産   

投資有価証券 43,567 67,780

その他 21,891 28,741

貸倒引当金 △1,235 △1,155

投資その他の資産合計 64,223 95,366

固定資産合計 269,194 290,953

資産合計 513,151 526,191

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 87,954 87,136

1年内償還予定の社債 － 10,000

コマーシャル・ペーパー 20,000 1,000

短期借入金 92,058 88,974

未払法人税等 1,964 3,844

役員賞与引当金 60 83

その他 44,800 44,188

流動負債合計 246,838 235,226

固定負債   

社債 30,000 20,000

長期借入金 44,945 45,640

退職給付引当金 17,823 18,509

その他 15,827 25,277

固定負債合計 108,596 109,426

負債合計 355,435 344,653
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 38,909 38,909

資本剰余金 31,952 31,952

利益剰余金 90,549 94,855

自己株式 △4,698 △4,680

株主資本合計 156,712 161,037

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 6,201 19,332

為替換算調整勘定 △10,040 △4,045

評価・換算差額等合計 △3,838 15,286

少数株主持分 4,841 5,214

純資産合計 157,715 181,538

負債純資産合計 513,151 526,191
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

売上高 410,622

売上原価 289,394

売上総利益 121,227

販売費及び一般管理費      103,930

営業利益 17,297

営業外収益  

受取利息 203

受取配当金 1,679

その他 1,238

営業外収益合計 3,121

営業外費用  

支払利息 2,708

為替差損 7,394

その他 1,533

営業外費用合計 11,637

経常利益 8,781

特別利益  

固定資産売却益 335

投資有価証券売却益 302

特別利益合計 638

特別損失  

固定資産除売却損 147

投資有価証券評価損 474

たな卸資産評価損 505

損害賠償金 381

特別損失合計 1,509

税金等調整前四半期純利益 7,910

法人税等      7,222

少数株主利益 465

四半期純利益 222
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 7,910

減価償却費 20,945

貸倒引当金の増減額（△は減少） 108

退職給付引当金の増減額（△は減少） △681

投資有価証券売却損益（△は益） △302

受取利息及び受取配当金 △1,882

支払利息 2,708

為替差損益（△は益） 1,129

損害賠償損失 381

固定資産除売却損益（△は益） △188

投資有価証券評価損益（△は益） 474

売上債権の増減額（△は増加） △7,567

たな卸資産の増減額（△は増加） △14,731

仕入債務の増減額（△は減少） 3,174

その他 △3,176

小計 8,303

利息及び配当金の受取額 1,916

利息の支払額 △2,589

法人税等の支払額 △5,798

損害賠償金の支払額 △188

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,644

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の払戻による収入 22

有形固定資産の取得による支出 △30,680

有形固定資産の売却による収入 1,196

無形固定資産の取得による支出 △187

投資有価証券の取得による支出 △1,208

投資有価証券の売却による収入 990

投資有価証券の償還による収入 2,000

出資金の回収による収入 2,106

貸付けによる支出 △292

貸付金の回収による収入 278

その他 △703

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,478
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（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 991

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 19,000

長期借入れによる収入 7,371

長期借入金の返済による支出 △4,494

社債の発行による収入 10,000

社債の償還による支出 △10,000

自己株式の純増減額（△は増加） △18

配当金の支払額 △4,359

その他 △227

財務活動によるキャッシュ・フロー 18,263

現金及び現金同等物に係る換算差額 △667

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,238

現金及び現金同等物の期首残高 19,530

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

2,233

現金及び現金同等物の四半期末残高      14,525
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　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する
会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に
従い四半期連結財務諸表を作成しております。

(4) 継続企業の前提に関する注記
該当事項はありません。

(5) セグメント情報

（事業の種類別セグメント情報）

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日） (単位：百万円)

(１) 外部顧客に対する売上高

(２) セグメント間の内部売上高
 又は振替高

(注) 
１．事業区分は売上集計区分によるもので、主要事業としてのタイヤと非タイヤ事業からなるＭＢとしております。

２．各事業の主要な製品

乗用車用、トラック・バス用、小型トラック用、建設車両用、産業車両用、航空機用などの各種
タイヤ・チューブ、アルミホイール、自動車関連用品
コンベヤベルト、ゴム板、各種ホース、ゴムライニング、防舷材、オイルフェンス、マリンホー
ス、型物、空気バネ、ハイウェイジョイント、橋梁用ゴム支承、ビル用免震積層ゴム、防水材、
止水材、防音・防振商品、接着剤、シーリング材、スポーツ用品、航空機用燃料タンク、シール、
音響材、プリプレグ、民間航空機用化粧室ユニット・飲料水タンク、各種ハニカム商品、金属ダ
クト、オイルタンク、断熱材、バルブ、継手、シーリングコンパウンド、Ｖバンドカップリング、
フレックスカップリング、電磁波シールド材、情報処理サービス、不動産賃貸等

３．【定性的情報・財務諸表等】４ (3)に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する
会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を適用しております。これにより、
当第３四半期連結累計期間の営業利益は、タイヤ事業が692百万円、ＭＢ事業が26百万円減少しております。

４．【定性的情報・財務諸表等】４ (追加情報)に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法改正を契機と

して有形固定資産の経済的耐用年数を見直した結果、第１四半期連結会計期間より機械装置等については、改正
後の法人税法に基づく耐用年数に変更しております。これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益は、
タイヤ事業が451百万円、ＭＢ事業が138百万円減少しております。

15,621

計

ＭＢ

事業区分

3,606 17,804

426,302

売 上 高

営 業 利 益

計

消    去
又は全社

― 

(15,680)

タイヤ

319,378

58

ＭＢ

91,244 410,622

15,680

連結

410,622

― 

410,622

タイヤ

主   要   製   品

106,865 (15,680)319,436

14,198 17,297(507)
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（所在地別セグメント情報）

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日） (単位：百万円)

(１) 外部顧客に対する売上高

(２) セグメント間の内部売上高
 又は振替高

(注)
１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域
北  　米　……　米国、カナダ
ア ジ ア　……　フィリピン、タイ、中国、台湾
そ の 他　……　大洋州、欧州

３．【定性的情報・財務諸表等】４ (3)に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する
会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を適用しております。これにより、
当第３四半期連結累計期間の営業利益は、日本が719百万円減少しております。

４．【定性的情報・財務諸表等】４ (追加情報)に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法改正を契機と

して有形固定資産の経済的耐用年数を見直した結果、第１四半期連結会計期間より機械装置等については、改正
後の法人税法に基づく耐用年数に変更しております。これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益は、日
本が589百万円減少しております。

（海外売上高）

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日） (単位：百万円)

連結売上高に占める
海外売上高の割合

(注)
１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．各区分に属する主な国又は地域
北  米　……　米国、カナダ
その他　……　大洋州、欧州、アジア等

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
該当事項はありません。

海外売上高

Ⅱ 連結売上高

Ⅲ

Ⅰ

計 341,072

日本 北米

売 上 高

286,128 79,519

886

北米 その他 計

83,204 97,365 180,569

17,297

計

410,622 ― 

アジア
消    去
又は全社

410,622

54,943 392 29,853 ― 85,189 (85,189) ― 

連結

79,911 49,421 25,406

その他

495,812 (85,189) 410,622

19,567 25,406

（％）

1,230 16,410

20.3 23.7 44.0

410,622

営 業 利 益 10,377 3,817 985
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「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表等

(1) (要約)四半期連結損益計算書

（単位：百万円）

Ⅰ 409,720

Ⅱ 279,439

130,281

Ⅲ 99,521

30,759

Ⅳ 3,795

175

1,512

2,107

Ⅴ 6,302

2,961

3,340

28,252

Ⅵ 168

168

Ⅶ 597

597

税金等調整前四半期純利益 27,823

1,744

344

25,734

特 別 損 失

前第３四半期連結累計期間
（自　平成19年４月１日

　  至　平成19年12月31日）

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

支 払 利 息

売 上 高

売 上 総 利 益

売 上 原 価

受 取 利 息

金額

経 常 利 益

そ の 他

営 業 利 益

販売費及び一般管理費

受 取 配 当 金

そ の 他

投資有価証券売却益

特 別 利 益

少 数 株 主 利 益

四 半 期 純 利 益

法 人 税 等

固定資産廃棄売却損
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(2) （要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 27,823

減価償却費 20,575

投資有価証券売却益 △ 168

売上債権の増減額  （増加  ：  △） △ 20,631

仕入債務の増減額  （減少  ：  △） 3,967

たな卸資産の増減額  （増加  ：  △） △ 9,543

その他 △ 10

小　　　計 22,011

法人税等の支払額 △ 3,683

その他 △ 1,364

　営業活動によるキャッシュ・フロー 16,963

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △ 23,059

その他 △ 1,787

　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 24,847

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー

借入金の純増減額  （減少  ：  △） 18,716

配当金の支払額 △ 4,605

自己株式の取得による支出 △ 101

　財務活動によるキャッシュ・フロー 14,009

Ⅳ．現金及び現金同等物に係る換算差額 209

Ⅴ．現金及び現金同等物の増減額  （減少  ：  △）  6,335

Ⅵ．現金及び現金同等物の期首残高 14,812

連結範囲変更に伴う現金及び現金同等物の影響額 477

Ⅶ．現金及び現金同等物の四半期末残高 21,625

前第３四半期連結累計期間
（自　平成19年４月１日

　  至　平成19年12月31日）

金額
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(3) セグメント情報

（事業の種類別セグメント情報）
前第３四半期連結累計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日） (単位：百万円)

(１) 外部顧客に対する売上高

(２) セグメント間の内部売上高
 又は振替高

(注) 
１．事業区分は売上集計区分によるもので、主要事業としてのタイヤと非タイヤ事業からなるＭＢとしております。
２．各事業の主要な製品

乗用車用、トラック・バス用、小型トラック用、建設車両用、産業車両用、航空機用などの各種
タイヤ・チューブ、アルミホイール、自動車関連用品
コンベヤベルト、ゴム板、各種ホース、ゴムライニング、防舷材、オイルフェンス、マリンホー
ス、型物、空気バネ、ハイウェイジョイント、橋梁用ゴム支承、ビル用免震積層ゴム、防水材、
止水材、防音・防振商品、接着剤、シーリング材、スポーツ用品、航空機用燃料タンク、シール、
音響材、プリプレグ、民間航空機用化粧室ユニット・飲料水タンク、各種ハニカム商品、金属ダ
クト、オイルタンク、断熱材、バルブ、継手、シーリングコンパウンド、Ｖバンドカップリング、
フレックスカップリング、電磁波シールド材、情報処理サービス、不動産賃貸等

（所在地別セグメント情報）
前第３四半期連結累計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日） (単位：百万円)

(１) 外部顧客に対する売上高

(２) セグメント間の内部売上高
 又は振替高

(注)
１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

北  　米　……　米国、カナダ
ア ジ ア　……　フィリピン、タイ、中国、台湾
そ の 他　……　大洋州、欧州

（海外売上高）
前第３四半期連結累計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日） (単位：百万円)

連結売上高に占める
海外売上高の割合

(注)
１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
２．各区分に属する主な国又は地域

北  米　……　米国、カナダ
その他　……　大洋州、欧州、アジア等

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

Ⅰ 海外売上高

Ⅱ 連結売上高

21.1 22.4 43.5

409,720

ＭＢ

事業区分

北米

売 上 高

売 上 高

営 業 利 益

計

タイヤ

86,299 91,861 178,161

338,866 486,681 (76,961) 409,720

30,759800 31,709

409,720 ― 

アジア

計

日本

287,579 83,181

83,949 42,003 21,862

5,101 30,708 51

計

主   要   製   品

その他
消    去
又は全社

25,606

106,350

計

409,720

9,175

418,896

9,119

ＭＢ

97,231

(9,175)

連結

消    去
又は全社

― 

(9,175)

30,759

連結

409,720

― 

409,720

409,720

51,287 767 24,905 ― 76,961 (76,961) ― 

17,097 21,862

タイヤ

312,488

56

312,545

（％）Ⅲ

(949)営 業 利 益 23,512 5,419 1,976

北米 その他 計

営 業 費 用 286,938 101,248 388,187 (9,227) 378,960

営 業 費 用 315,354 (76,012) 378,96078,530 40,026 21,061 454,972
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